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 県 南 地 域 

 首都圏に隣接する地理的優位性や、歴史・伝統文化などの魅力をいか

し、多様な人々が活躍でき、誰もが暮らしやすい持続可能な地域づくり

を進めていきます。 

地－様式２ 

地域別施策評価調書 

県南地域の 

目指す方向性 

主要施策 

【施策１】 地域の経済をけん引する活力ある産業の振興 
＜総合計画の基本指標＞ 

 製造品出荷額等、農業産出額、新規就農者数、事業承継計画

策定件数 など 

＜地域の課題＞ 
 少子高齢化が進む中、企業の人材確保や多様な働き方の推進が 
求められており、特に小規模事業者においては後継者不足による 
事業承継の支援が必要となっています。 
 

【首都圏からの移住推進＆就職先マッチング支援事業】 

<県南地方振興局> 

 県内外からの産業人材確保に向け、地域の企業の魅力や働きやすさ

などの情報発信を強化した。また、求職者のニーズや価値観に応じた

働き方を取り入れていくことが求められていることから、多様な働き

方の導入に積極的に取り組む企業の支援を行った。 
 今後は、企業と求職者間のミスマッチを防止するため、特設ＨＰに

幅広い業種・職種を掲載できるよう、管内企業に対するアプローチを

さらに強化する。  
◆R5 年度実績 

 ○特設 HP への掲載企業数：５６社 

 ○運営事務局への相談件数：１２件（うち１名採用内定） 

 ○企業向けノウハウ支援セミナー：３回開催 

（のべ 29 社 33 名参加） 

  ○モデル事例（採用・定着に関する課題の抽出、改善内容の

提案）の創出：３件 

＜アウトプット指標＞採用に関するコンサル実施企業数 

目標値 ５社 実績値 ２１社 

＜アウトカム指標＞多様な採用に取り組む企業数 

目標値 ３社 実績値 ３社 

 

【福島県次世代育成支援企業認証制度】<県南地方振興局> 

 ワーク・ライフ・バランスに積極的に取り組む企業の認証や助成金・

奨励金制度により企業の働きやすい職場環境づくりの取組を支援し

た。今後は、引き続き、企業訪問等を通じて、制度の認知度向上及び

認証取得促進を図るとともに、認証を受けた企業を積極的にＰＲする

ことで、管内企業における働き方改革の取組を加速させていく。  

特設 HP 開設 

ノウハウ支援セミナー 
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   ◆R5 年度実績（県南地域分） 

 ○「働く女性応援」中小企業認証部門：３件認証 

○「仕事と生活の調和」推進企業認証部門：１件認証 

○女性活躍･働き方改革支援奨励金交付件数：５件 

 

＜地域の課題＞ 
 根強い風評を払拭するため、生産・販売体制を強化して安全・ 
安心な農林水産物を引き続き供給していくとともに、環境保全へ 
の取組を一層継続する必要があります。 
 

【ふくしまプライド農林水産物販売力強化事業】<県南農林事務所> 

 県産農林産物の魅力と安全性、消費拡大の取組を県民や消費者、県

外に広く発信することで、農林業者と消費者との交流を促進し、ふく

しまの農林産物等に対する理解を深めていただくための機運醸成に取

り組んだ。  
 今後は、農林産物のさらなる販路拡大に向け、各種イベントやＳＮ

Ｓ等による情報発信を強化し、幅広い消費者に対して地場産品の品質

や魅力をＰＲしていく。  
◆R5 年度実績 

  ○味覚まるごとキャンペーン：直売所等 19 店舗で農産物スタ

ンプラリーを実施（応募数 1,287 件） 

  ○県産米・６次化商品消費拡大キャンペーン：アンケート調

査と県産米・６次化商品の配布（180 名） 

○インスタグラムキャンペーン：県南農林事務所インスタグ

ラムをフォローした先着 100 名に県産米や６次化商品を配布 

○民間団体等による県産農林水産物等の消費拡大ＰＲ活動を

支援：10 民間団体、１JA 

＜アウトプット指標＞消費拡大ＰＲ活動支援件数 

目標値 １１件 実績値 １１件 

 

「働く女性応援」 

中小企業認証 

農産物スタンプラリー 

消費拡大 PR 活動 

【施策２】 地域づくりを支える担い手の育成や多様な人々を受 
け入れるための場づくり 
＜総合計画の基本指標＞ 

 移住者数、移住を見据えた関係人口創出数、地域の課題を解

決するための提言や社会に貢献する何らかの活動を行った生徒

の割合 など 

＜地域の課題＞ 
 若い世代の流出等により地域活動や産業の担い手が不足して 
いるため、首都圏等からの移住を促進する必要があります。 
 

【しらかわスタイル定住・二地域居住推進事業】<県南地方振興局> 
 県南地域の一元的な移住相談窓口「ラクラスしらかわ」を設置し、移

住コーディネーターによる丁寧な相談対応や、公式ＨＰやＬＩＮＥに

よる細やかな情報発信を行ったほか、首都圏等での相談会・セミナーの

開催、既移住者の定着支援を実施した。  
 今後も、移住希望者のニーズを捉えたセミナーを開催するとともに、

引き続き移住者の定着支援にも注力していく。 

ラクラスしらかわＨＰ 
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◆R5 年度実績 

 ○首都圏移住イベントへの出展：２回、相談件数計１１件 

 ○移住セミナーの開催：２回、参加者計２６組（ｵﾝﾗｲﾝ含む） 

 ○移住者同士の対談及び情報発信：1 回（定着支援に取り組む

団体の代表者をファシリテーターとし、地域コミュニティへ

の入り方等について対談。対談内容を公式ＨＰで発信した。） 

 

＜地域の課題＞ 

 人口減少が続く中、地域の課題解決のため、地域との新たな関
わり方を求める人（関係人口）を創出・拡大していくことが必要
です。 

 

【地域創生総合支援事業（サポート事業）】<県南地方振興局> 

 定住・二地域居住に資する事業や人口減少及び高齢化対策の推進

に寄与する事業、地域資源を活用した地域振興に資する事業など、

民間団体等による主体的な地域づくりの取組を支援した。令和６年

度は、４８事業を支援予定。 

 ◆R5 年度実績 

  支援事業数：４６件（補助額１１９，１２３千円） 

 

【多面的機能支払事業（交付金）】<県南農林事務所> 

 農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るため、草刈や

水路泥上げ等の地域共同活動や地域資源の適切な保全管理を推進

する活動組織に対して、市町村を通じた交付金にて支援した。 

 管内の農地に対する当該事業のカバー率は 50.9％と県平均を上

回るが、農業人口の減少や高齢化など地域活動の継続に課題もある

ことから、引き続き農業・農村の保全に向けた地元組織の取組に対

して支援を行っていく。 

 ◆R5 年度実績 

  ○地域ぐるみの共同活動を通じて農用地、農道、水路等が適切

に保全された。 

活動組織数：218 組織、支援面積：7,828ha 

＜アウトプット指標＞活動組織数 

目標値 221組織 実績値 218組織 

 

＜地域の課題＞ 

 地域を支える人材を育成するキャリア教育を推進したり、地域
理解を深めたりするための地域体験活動等を充実させる必要が
あります。 

【地域でつながる家庭教育応援事業】<県南教育事務所> 

 学校、ＰＴＡ及び家庭教育関係機関諸団体等の代表者で構成する

「地域家庭教育県南ブロック会議」が主体となり、各種取組を通し

て、家庭教育の推進や地域教育力の向上を図った。今後は、支援が

必要な家庭に支援が届いていなかったり、親自身が問題を抱えてい

たりする現状を踏まえ、親自身の健康や元気を保つことや、地域内

でのつながりの構築などを念頭において支援していけるよう、関係

者・関係団体・関係機関の連携を図る。 

移住者同士の対談 

自宅で学べる！ママのための

クリエイティブスクール in 

しらかわ（サポート事業） 

地域共同活動 

ジャスト・ライド 紅葉の 

久慈川沿いを走ろう！2023 

（サポート事業） 
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【施策３】 地域の魅力をいかした交流の促進と広域連携によ 
る交流人口の拡大 
＜総合計画の基本指標＞ 

 観光客入込数、県内宿泊者数、外国人宿泊者数 など 

＜地域の課題＞ 
・旅行者の様々なニーズに対応できるよう、既存の文化資源に加
え、埋もれている地域資源の掘り起こしや、効果的な情報発信が
必要です。 
・首都圏に対する福島県の玄関口として、観光誘客や移住・定住
を推進するため、南会津地域や茨城県、栃木県等との広域的な連
携を促進する必要があります。 

 

【（新規）しらかわ“ならでは”ツーリズム推進事業】 

<県南地方振興局> 

 県南地域の人口減少や観光客入込数減少により、地域の活性化に

向けた交流人口・関係人口づくりが急務となっているほか、アフタ

ーコロナに向けた観光誘客の取組が全国各地で激化しており、イン

バウンド需要も回復傾向にある。さらには令和８年度に「ふくしま

ＤＣ」も予定されているため、他地域との差別化を図り、斬新かつ

広域的な視点でしらかわ“ならでは”の観光需要を創出していく。 

 ◆「お手伝い＋旅」による県南地域のファン創出 

  人手不足で困っている事業者と、地方に興味のある方々をＷＥ 

Ｂ上でマッチングさせる既存の民間プラットフォーム（おてつた

び）を活用し、「交流人口・関係人口拡大」と「人手不足解消」を

両立させる取組を行う。 

◆県南地域を軸とした独自の観光需要創出 

  観光シンクタンクと連携し、１年目に国内向け・海外向けの 

マーケティング調査（隣県等との広域観光連携の視点も含む）を 

実施した上で、３カ年計画で効果的なコンテンツ開発やプロモー 

ション活動を実践していく。 

 

 

 

◆R5 年度実績（前身事業の実績） 

 ○県南の地域資源である「狛犬」のＰＲ動画制作：３本 

  ○狛犬オリジナル割り箸制作：10,000 膳（12 施設で無償配布） 

＜アウトプット指標＞割り箸配布参加施設数 

目標値 20施設 実績値 12施設 

※1施設あたりの割り箸配備数を増やし、長期間ＰＲを実施。 

◆R5 年度実績 

  ○親子の学び応援講座：教育講演会 小学校２校 

○家庭教育支援プログラム：計７回の支援 

   ・小学校３校、中学校１校、幼稚園２園（講演会）  

   ・西郷村教育委員会（子ども司書講座） 

○家庭教育支援者地区別研修会：２４名参加 

○福島県家庭教育支援チーム：１団体登録（新規登録なし） 

 

 

親子の学び応援講座 

おてつたびＰＲチラシ 

オリジナル割り箸 

（矢祭町産の杉使用、 

狛犬の焼き印入り） 
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【施策４】 人々が安全・安心に暮らし続けることができるまちづ 
くり 
＜総合計画の基本指標＞ 

 森林づくり意識醸成活動の参加者数、メタボリックシンドロ

ーム該当者及び予備群の割合（特定健康診査受診者）、自主防

災組織活動カバー率 など 

＜地域の課題＞ 

 障がい者や子ども、高齢者にやさしい道づくりの推進や、地域
の公共交通を確保する必要があります。 

 

【（新規）水郡線利活用促進事業】<県南地方振興局> 

 人口減少、モータリゼーションの進展により地方ローカル線を取

り巻く環境は厳しいものとなっており、令和６年１２月に全線開通

９０周年を迎えるＪＲ水郡線についても、利用客の減少等に伴い、

大きな赤字を抱えている状況にある。利用客の増加に向けては、沿

線住民の日常利用が重要であるため、地域の財産である鉄道を積極

的に利用し守っていく「マイレール」意識の醸成を図るとともに、

観光面での鉄道利用も推進し、水郡線の認知度向上、沿線地域の活

性化及び交流人口の拡大を目指す。 

◆水郡線マイレール意識醸成事業 

  水郡線の日常利用を促すため、沿線自治体の住民（親子等）を

対象とした乗車体験と沿線での体験イベントを組み合わせ、「福

島県沿線住民向けツアー」「茨城県沿線住民向けツアー」を各１回

開催する。 

 ◆水郡線観光利用事業 

  県生活交通課が磐城塙駅周辺で開催予定の水郡線全線開通 90

周年イベント「ふくしま鉄道博」に合わせ、特別列車を運行し、

沿線の魅力をＰＲする。 

＜地域の課題＞ 

 いわき地域や北関東地域等へのアクセスとなる山間部の道路
が狭隘や線形不良等により脆弱となっており、物流・産業振興を
促進するための広域的な道路ネットワークを強化する必要があ
ります。 

 

【ひがししらかわ地域間交流･地域づくり促進事業】<県南建設事務所> 

県土連携軸の南部軸である国道 289 号等について、江竜田工区な

どの重点的整備や事業未着手区間の調査を進め、地域間交流を促進

させることで、広域的な道路ネットワークの強化や円滑な交通確保

に向けた幹線道路の整備の推進を図った。 

今後は、国道 118 号板橋工区（棚倉町）を完了させ、引き続き事

業未着手区間の調査等を進めていく。 

 ◆R5 年度実績 

  ○令和４年度に全線供用した国道 289 号渡瀬バイパス（鮫川村）

の取付道路等を整備し、工区完了を図った。また、江竜田工区

などの事業未着手区間の調査等を実施した。 

○国道 118 号板橋工区は、全長 385ｍのうち、令和５年度まで

に 200ｍを完了させた。 

R118 板橋工区 

（棚倉町） 

水郡線ＰＲポスター 

（R5 制作） 
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◆R5 年度実績（前身事業の実績） 

 ○Instagram 上で水郡線フォトコンテスト開催：427 点応募 

 ○コンテスト入賞作品の最終審査会を棚倉町立図書館で実施 

し、審査会前後で一次選考通過作品 30 点を一定期間展示。 

  ○入賞作品５点を用いたＰＲポスター完成発表会実施。 

＜アウトプット指標＞フォトコンテスト応募数 

目標値 100点 実績値 427点 

 
＜地域の課題＞ 

 健康増進のため、地域に住む住民の健康づくりに対する意識改
革や、健康寿命延伸・生活習慣病予防のための理解促進などが必
要です。 

 

【ふくしま脱メタボプロジェクト事業】<県南保健福祉事務所> 

特定給食施設を有する大規模事業所を対象に、メタボリックシン

ドローム該当者の状況改善に向け、事業所給食と運動の両面から適

正体重者の増加に係る取組を実施した。 

今後は、モデル事業としてだけでなく、事業所全体で日常的に取

り組める体制を整える必要があるため、環境整備の提案や健康づく

りのノウハウを有する民間企業の支援プログラムを活用し、引き続

き効果的な取組を展開していく。 

◆R5 年度実績 

  ○対象事業所数及び取組期間：１社、R5.9～R6.3 月 

  ○参加者数：161 名 

  ○取組内容： 

  【食】一部メニューを「スマートミール」の基準で提供。運動

セミナーと連動させ、たんぱく質が摂取できる小鉢を提供。 

【運動】取組前後の体成分測定及び個別カウンセリング。運動

セミナー集合形式５回及びオンデマンド配信。運動ショート

コンテンツの動画配信。 

 

＜地域の課題＞ 

 水環境保全のための水質維持や、森林、ダム、河川等の重要性
や水環境等の保全活動について、住民の関心を高め理解を深めて
もらう必要があります。 

 

【水質汚濁発生源監視事業】<県南地方振興局> 

水質汚濁防止法で排水が規制されている施設を設置する工場・事

業場への立入検査を実施した。排水基準を超過した場合は、事業者

に対して改善指導し、有害物質等の流出を防止する必要があるた

め、今後も継続して施設の稼働状況や排水基準の遵守状況等を監

視・指導していく。 

◆R5 年度実績 

 ○工場・事業場への立入検査：のべ 49 事業場 

 ○基準超過による改善指導：３事業場 

＜アウトプット指標＞工場・事業場の排出・排水基準適合率 

目標値 100% 実績値 93.9% 

 

ＰＲポスター完成発表会 

モデル事業所での体成分 

測定、カウンセリング 

健康維持につながる生活習慣の 

定着化に向けた県民向けアプリ 

立入検査の様子 
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森林整備状況（塙町） 

【ふくしま森林再生事業】<県南農林事務所> 

放射性物質の影響により森林整備が停滞し、森林の荒廃が懸念さ

れることから、森林の公益的機能の維持と放射性物質の拡散防止を

図るため、間伐等の森林整備を行った。 

森林整備の実施時期が集中し労働力の確保が困難となることが

あるため、事業主体である市町村をはじめ、事業進捗の適切な管理

に努めていく。 

◆R5 年度実績 

 ○民有林における間伐等の森林整備：管内６市町村 

＜アウトプット指標＞森林整備面積 

目標値 845ha 実績値 564ha 

 
＜地域の課題＞ 

 近年多発する大規模災害に備えるため、防災体制を確保・強化
し、維持していく必要があります。 

 

【河川事業】<県南建設事務所> 

近年の頻発化・激甚化する水災害に対応するため、気候変動によ

る影響を踏まえた、河川における河道掘削や堤防強化など、「防災・

減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」として、堤防補強を

実施し、防災・減災対策を推進した。 

また、河川流域総合情報システムの水位計に加え、洪水時の水位

観測に限定した低コストの危機管理型水位計の設置を推進し、水位

情報の充実強化を図った。 

今後も、継続的な事業費及び土捨て場の確保に努めていく。 

◆R5 年度実績 

 ○河川施設の老朽化対策：11 河川、18 箇所 

○河道掘削：10 河川、24 箇所 

○堤防補強：8 河川、17 箇所 

○危機管理型水位計設置：９基 

○簡易型河川監視カメラ設置：11 基 

施工状況（阿武隈川） 
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今後の方向性 
地域懇談会(地域住民) 

の意見 
地域の主な課題 

課題１ 持続可能な産業の育成 

○少子高齢化が進む中、企業 

の人材確保や多様な働き方 

の推進が求められています。 

○「地域経済を牽引する活力 

ある産業の振興」の実現に向 

けて、女性同士の交流活動や、 

女性活躍・活性化がまだまだ 

不足している。また、女性の産 

業人材確保や、就業中の人材 

の定着支援も重要である。 

 

○多様な働き方の１丁目１番 

地にいるのが、就業時間等の 

制限がある子育て中の女性。 

各地域で暮らしている子育て 

中の女性に、どんどん地域に 

貢献してもらう、働いてもら 

う活動を推進していくことが 

地域活性化につながるのでは 

ないか。 

○首都圏からの移住推進及び就職先 

のマッチング支援を行う事業等にお 

いて、子育て中の女性も含めた多様 

な人材の採用や定着に取り組む企業 

が増加するよう、引き続き伴走型の 

支援を実施してまいります。 

 また、地域創生総合支援事業（サポ 

ート事業）等を通して、民間団体等に

おける女性活躍・交流の取組を支援

していくほか、移住者の女性等の定

着支援に資する座談会を定期的に開

催してまいります。 

課題２ 多様な人々が活躍できる地域づくり 

○若い世代の流出等により 

地域活動や産業の担い手が 

不足しています。 

○個々で素晴らしい思想を持 

って活動している人はいる 

が、地域としてチーム感がな 

いのが課題。 

 

○第２、第３の人生を持つシ 

ニアがいる。県として元気な 

シニアの活動の場を支援する 

取組があると嬉しい。 

○地域づくり団体や地域おこし協力 

隊をはじめとした地域で活躍するキ 

ーパーソン同士が、年齢や業種を問 

わず交流できる場を、これからも積 

極的に創出してまいります。 

 また、地域創生総合支援事業（サポ 

ート事業）等を通して、市町村等にお 

ける高齢化対策の取組を支援してま 

いります。 

課題３ 新たな交流の創出・拡大 

○首都圏に対する福島県の 

玄関口として、観光誘客や移 

住・定住を推進するため隣県 

等との広域的な連携を促進 

する必要があります。 

 

○旅行者の様々なニーズに 

対応できるよう、既存の文化 

資源に加え、埋もれている地 

域資源の掘り起こしや、効果 

的な情報発信が必要です。 

○県外に流出した若年層が戻 

りたくなるような地域・企業 

にしていく必要がある。 

 

○移住に関しては、一回県外 

に出たからこそ、地元の魅力 

が分かるということがあるの 

で、Ｕターンに特化するのも 

一つの手法である。 

 

○県内各地域の歴史や伝統文 

化において、なぜその文化が 

形成されたのか、どのように 

継承されてきたのかといった 

ストーリーを次代につなげて 

いく必要がある。 

○本県におきましても、今後、U タ 

ーン施策に注力していく動きがある 

ため、各市町村や商工関係団体等が 

従来から実施している U ターン施策 

との相乗効果が生み出せるよう連携 

に努めてまりいます。 

 また、本県出身者のみならず、首都 

圏の若年層が県南地域に来訪し、地 

場産業と触れ合う機会を創出するた 

め、「お手伝い＋旅」のパッケージが、 

より地域に浸透するよう取り組んで 

まいります。 

 

○今後、ふくしま DC も予定されて 

いるため、観光シンクタンクと連携 

しながら、県南地域の歴史や伝統文 

化を活かした独自の観光需要を創出 

し、観光の力も借りながら文化的な 

ストーリーを次代へつないでまいり 

ます。 
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